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報文 
 

自動車走行時のCO2排出係数及び燃料消費率の更新 

土肥 学＊ 曽根真理＊＊ 瀧本真理＊＊＊ 
 

1．はじめに 1 

 運輸部門から排出されるCO2排出量はここ数年

減少傾向にあるものの、日本国内全体の排出量の

約2割を占めており、引き続き削減対策に取り組

んでいくことが必要である。運輸部門の約9割を

占める自動車交通部門におけるCO2排出削減対策

については、1)自動車単体の燃費改善やエネル

ギー転換などの自動車側の対策、2)道路交通流対

策や都市構造転換などインフラ側の対策、3)公共

交通への転換やエコドライブ・アイドリングス

トップの実施などドライバー側の対策などを総合

的に進めることが必要である。 
これらの対策によるCO2削減効果を定量的に推

計するためには、対策実施により変化する交通諸

元を説明変数としたCO2排出係数（台キロあたり

のCO2排出量）が必要となる。渋滞緩和を目的と

した道路交通流対策については平均旅行速度を説

明変数とすることが道路管理者等にとっての利便

性が高い。この平均旅行速度別CO2排出係数は既

報1),2)で示しているが、1)算定時点が2000年と10
年前時点の値であること、2)算定根拠データが古

くなったこと、3)沿道大気質予測に用いるNOx・
PM等自動車排出係数の更新のために根拠データ

の充実を行ったこと等の背景・状況を踏まえ、自

動車走行時のCO2排出係数及び燃料消費率（台キ

ロあたりの燃料消費量）を新たに算定し直した。

これらの結果は既報 3)において詳細に整理してい

るが、本稿ではこれらの算定過程及び算定結果の

概要について報告する。 

2．排出係数算出の流れ 

CO2排出係数及び燃料消費率の算定は、図 -1に
示す流れで実施した。シャシダイナモメータによ

る自動車排ガス試験の測定データ(1997～1998・
2001・2006～2010年度実施)を用いて、試験車両

毎の平均旅行速度別CO2排出係数原単位及び燃料

──────────────────────── 
Renewal of Emission Factor of Carbon Dioxide and Fuel 
Consumption for Motor Vehicles 

消費率原単位を算定し、これを大気汚染防止法に

基づく自動車排出ガス量の許容限度に定められた

規制車種別(8車種別)に集計した(表-1)。その際、

自動車燃費基準の導入推移及び近年販売台数が増

加しているハイブリッド自動車の普及影響を考慮

するため、各年式別に8車種別原単位を整理した。

この8車種別・年式別の平均旅行速度別CO2排出

係数原単位及び燃料消費率原単位から一般的によ

く用いられる2車種別 (小型車類・大型車類 )の平

均旅行速度別CO2排出係数及び燃料消費率を算定

した。この際、実道路上における車種構成比及び

平均半積載重量、年式別車両構成比データが必要

となることからナンバープレート調査を実施した。 

 

図-1 CO2排出係数及び燃料消費率の算定フロー  
表-1 車種分類区分  

車種分類 車種区分 自動車登録番号票による区分
8車種別 ガソリン乗用車 3・5・7ナンバー車

ガソリン軽量貨物車
1・4・6ナンバー車のうち、車両
総重量1.7t以下の車両

ガソリン中量貨物車
1・4・6ナンバー車のうち、車両
総重量1.7t超3.5t以下の車両

ガソリン重量貨物車
1・4・6ナンバー車のうち、車両
総重量3.5t超の車両

ディーゼル乗用車 3・5・7ナンバー車

ディーゼル軽量貨物車
1・4・6ナンバー車のうち、車両
総重量1.7t以下の車両

ディーゼル中量貨物車
1・4・6ナンバー車のうち、車両
総重量1.7t超3.5t以下の車両

ディーゼル重量貨物車
1・4・6ナンバー車のうち、車両
総重量3.5t超の車両

2車種別 小型車類 3・4・5・6・7ナンバー車
大型車類 1・2・8・9・0ナンバー車

※例えば、3ナンバー車とは自動車登録番号票（ナンバープレー
ト）の分
　類番号が3,30-39,300-399の車両をいう。2ナンバー:バス、8ナン  

 

試験車両毎のCO2排出係数・燃料消費率原単位の算定 

2車種別のCO2排出係数・燃料消費率の算定 (8.参照 ) 

シャシダイナモメータによる自動車排ガス試験 (3.参照 ) 

年式別8車種別のCO2排出係数・燃料消費率の算定 (6.参照 ) 

各燃費基準年毎での換算(5.参照 ) 

ハイブリッド車普及影響の考慮(7.参照 ) 

ナンバープレート調査 (4.参照 )による  
車種構成比、平均半積載重量比 

年式別車両構成比 (車齢比 ) 

※例えば、3ナンバー車とは自動車登録番号票（ナンバープレート）の分類  
番号が3,30-39,300-399の車両をいう。2ナンバー:バス、8ナンバー：特殊  
用途車、9ナンバー:大型特殊車、0ナンバー：建設機械  
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3．シャシダイナモ試験 

 シャシダイナモメータ室内台上装置を用いて自

動車に実際の走行状態と同じ負荷をかけ各種の自

動車排出ガス量測定試験を実施した。試験の際、

実際の走行状態を再現する走行モードとして実走

行モード (土研モード 4)、JARIモード 5))、一定速

度の定速走行モード及び規制モード (ディーゼル

重量車は JE05又は D13モード、他車種は 10 ･

15+11又は10･15)を用いた。シャシダイナモ試験

車両数を表 -2に示す。なお、8車種のうちガソリ

ン重量貨物車は車種構成割合が非常に小さく、か

つ近年市場販売車両がないため省略した。試験実

施時の平均旅行速度は概ね10km/h～120km/h(重
量貨物車は90km/hまで )の範囲であるが、特に

2006～2010年度の試験では約5km/hの低速度域

まで測定を実施した。積載条件は平均的な状況の

乗用車 :2名乗車、貨物車 :半積載とした。 

表-2 シャシダイナモ測定を実施した試験車両数  

軽量 中量 軽量 中量 重量
1997～1998
・2001年度

11 6 6 7 4 7 16 57

2006～
2010年度

6 2 1 1 0 1 9 20

計 17 8 7 8 4 8 25 77

計
試験

実施年度

ガソリン ディーゼル
貨物車 貨物車

乗用車乗用車

 

4．ナンバープレート調査 

 全国の一般国道9箇所及び高速道路4箇所で平

日24時間のナンバープレート調査を2009年11～
12月に実施し、実道路上における車種構成比及

び平均半積載重量、年式別車両構成比(車齢比)を
得た。調査結果を箇所別にみると多少のばらつき

はあるものの、平均的にほぼ同様傾向であったこ

とから、結果を全国平均的に整理し2車種別排出

係数の算定に用いることとした。整理結果を表-3
～4に示す。なお、これらの値は2010年次以降も

同等であると仮定した。 

表-3 車種構成比及び平均半積載重量の調査結果  
【小型車類】

車種構成比 平均半積載重量

乗用車類 97.6% －
77.9% 2.4% －

貨物車類 軽量 28.5% 1.39 t
22.1% 中量 25.2% 2.00 t

重量 (0.03%) (2.78 t)

軽量 1.8% 1.39 t
中量 31.1% 2.39 t
重量 13.4% 3.57 t

【大型車類】
車種構成比 平均半積載重量

貨物車類 軽量 0.2% 1.40 t
中量 2.0% 2.38 t
重量 0.1% 3.56 t
軽量 (0.01%) (1.46 t)

中量 2.8% 2.60 t
重量 94.9% 11.84 t

車種分類
ガソリン車

ディーゼル車

車種分類

ディーゼル車
ガソリン車

ディーゼル車

ガソリン車

 

表-4 年式別車両構成比の調査結果  

当該年 1年前 2年前 3年前 4年前 5年前 6年前 7年前 8年前 9年前

小型車類 6.54 10.03 10.08 10.22 9.45 8.22 7.29 6.44 6.28 5.40

大型車類 3.77 8.40 9.36 10.84 9.95 9.52 9.21 6.55 5.64 5.39

10年前 11年前 12年前 13年前 14年前 15年前 16年前 17年前 18年前 19年前

小型車類 4.41 4.07 4.10 2.77 1.80 1.01 0.66 0.45 0.33 0.45

大型車類 3.55 3.08 3.75 3.10 2.75 1.58 1.04 0.81 0.76 0.95

年式別車両構成比 [%]

年式別車両構成比 [%]

 

5．自動車燃費基準の導入推移 

自動車燃費基準は1985年以降、エネルギーの

使用の合理化に関する法律(通称省エネ法)に基づ

き、8車種別・車両重量別に段階的に導入されて

いる。これらの主な導入推移の概要を整理した結

果を表 -5に示す。年式別8車種別CO2排出係数・

燃料消費率原単位の算定において、規制モード燃

費が当該年の燃費基準を満たさない場合には当該

年の燃費基準値／試験車両の燃費基準値を基準導

入に伴う燃費向上率（＝1／CO2削減率）と設定

し、これより換算した値を各々用いることとした。 
表-5 自動車燃費基準導入推移の概要  

1993.1告示 1996.3告 1999.3告 2006.3告 2007.7告
2000年度 2010年度 2015年度
1990年度比 1995年度比 2004年度比

約8.5％ 約23％ 約23.5％
2005年度 2015年度
1995年度比 2004年度比

約15％ 約23.5％
2003年度 2010年度 2015年度
1993年度比 1995年度比 2004年度比

約5％ 約13％ 約12.6％
2005年度 2015年度
1995年度比 2004年度比

約7％ 約12.6％
2015年度
2002年度比

約12.2％

車種 燃料
燃費基準達成年度及び基準値の平均向上率

乗用車

ガソリン

軽油

-

-

軽油

軽油

ガソリン - -

重量貨物車
(GVW3.5t超の

トラック等)

小型貨物車
(2010年度迄：
GVW2.5t以下

↓
2015年度以降：
GVW3.5t以下)

-

-

-

-

- -

-

-

-

-

 

6．年式別8車種別CO2排出係数・燃料消費率

原単位の算出 

シャシダイナモ試験データからCO2排出量・燃

料消費率と平均旅行速度との関係を経験的に用い

られている式 (1)、 (2)により試験車両毎に整理し

た。 

EF = a1･1/v+a2･v+a3･v2+a0       式  (1) 
FC = b1･1/v+b2･v+b3･v2+b0       式  (2) 

EF：CO2排出係数原単位 [g-CO2/km又は g-CO2/km･t]、
FC：燃料消費率原単位[L/km又はL/km･t]、v：平均旅

行速度 [km/h]、a1,a2,a3,a0,b1,b2,b3,b0：回帰パラメータ  

ここで、上記式 (1)、 (2)の適用範囲は速度20～
110km/hと定めた。これはNOx・PM等大気汚染

物質の自動車排出係数の算定 3),6) において、

20km/h未満の低速度域では排ガス量にばらつき

がみられ、上記式による再現性が十分ではないと

判断しており、考え方を統一したためである。な
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お、低速度域における排出係数については排ガス

試験結果 (2006～2010年度 )から排出係数比を整

理し、これを用いて算定することとした (9.で後

述)。また、貨物車については等価慣性重量(平均

半積載重量と同値 )とCO2排出量・燃料消費率と

の比例関係がみられたため、平均半積載重量あた

りの CO2 排出係数 [g-CO2/km ･ t] ・燃料消費率

[L/km・ t]で原単位設定することとした。次に、

測定車両毎の平均旅行速度別CO2排出係数・燃料

消費率原単位を用いて、前述の排ガス規制の車種

区分に基づく8車種別の平均旅行速度別CO2排出

係数・燃料消費率原単位を算定した。ここで、原

単位は燃費基準導入によるCO2排出量・燃料消費

率の低減効果を考慮するため燃費基準導入年別に

整理することとした。この考え方はNOx・PM等

大気汚染物質の自動車排出係数の算定における排

ガス規制強化による排ガス量削減を考慮すること

と同様である。また、2005年の新長期排ガス規

制車のCO2排出量・燃料消費率はそれ以前の車両

に比べ値が低減している傾向がみられたことから、

この前後においても年式別の原単位を別々に整理

することとした。整理した結果の一例を表 -6～9
に示す。各車種ともNOxやPMと同様に、平均旅

行速度60～70km/hで最もCO2排出量及び燃料消

費率が小さくなっている。また、ガソリン貨物車

と比較してディーゼル貨物車の方がエネルギー効

率が高いため、CO2排出係数・燃料消費率原単位

が小さくなっている。なお、乗用車についてはこ

の関係が逆転しているが、これは貨物車のように

半積載重量あたりの値ではなく1台あたりの原単

位であること、ディーゼル乗用車の試験車両が比

較的大きな車両が多いことが影響しているものと

考えられる。 

表-6 8車種別CO2排出係数原単位 (2010年式) 

軽量車 中量車 重量車 軽量車 中量車 重量車

20 159.7 153.0 242.1 144.7 132.8 79.7

30 127.6 127.7 195.8 117.2 110.1 66.6

40 111.1 113.3 165.5 101.0 97.0 57.7

50 102.4 105.0 145.5 91.0 89.7 52.1

60 98.6 100.9 133.7 85.1 86.9 49.6

70 98.6 100.6 129.3 82.8 88.1 50.1

80 101.9 103.5 131.9 83.5 93.0 53.5

90 108.2 109.6 141.2 87.2 101.5 59.9

100 117.1 118.6 157.1 93.5 113.4 69.2

110 128.7 130.5 179.6 102.6 128.8 81.3133.4

112.8

103.6

106.9

126.9

121.7

106.7

103.5

114.2

平均
旅行
速度

[km/h]

CO2排出係数原単位（単位:乗用車[g-CO2/km]、貨物車[g-CO2/km・t]）

149.3

貨物車

ガソリン車 ディーゼル車

貨物車乗用車 乗用車

 

表-7 8車種別CO2排出係数原単位 (2000年式) 

軽量車 中量車 重量車 軽量車 中量車 重量車

20 180.3 176.3 307.5 161.4 155.4 98.8

30 145.3 149.0 249.7 135.1 128.7 84.0

40 126.3 130.7 214.7 118.2 113.5 72.9

50 115.5 118.7 193.1 106.8 105.3 65.4

60 110.5 112.1 181.6 99.7 102.3 61.6

70 110.0 110.6 178.9 96.3 103.9 61.4

80 113.7 114.0 184.3 96.5 109.8 64.9

90 121.1 122.2 197.4 100.0 119.7 72.0

100 132.1 135.0 218.1 106.7 133.6 82.2

110 146.6 152.6 246.1 116.6 151.4 97.2

平均
旅行
速度

[km/h]

CO2排出係数原単位（単位:乗用車[g-CO2/km]、貨物車[g-CO2/km・t]）

192.1

貨物車

ガソリン車 ディーゼル車

貨物車乗用車 乗用車

211.2

153.0

125.7

129.2

163.5

178.2

135.5

123.6

142.5

 
表-8 8車種別燃料消費率原単位 (2010年式) 

軽量車 中量車 重量車 軽量車 中量車 重量車

20 0.068 0.066 0.093 0.055 0.051 0.032

30 0.054 0.055 0.075 0.045 0.042 0.027

40 0.047 0.049 0.063 0.039 0.037 0.023

50 0.044 0.045 0.055 0.035 0.035 0.021

60 0.042 0.043 0.051 0.033 0.033 0.020

70 0.042 0.043 0.049 0.032 0.034 0.020

80 0.043 0.045 0.050 0.032 0.036 0.021

90 0.046 0.048 0.054 0.034 0.039 0.023

100 0.050 0.052 0.060 0.036 0.043 0.027

110 0.055 0.058 0.068 0.040 0.049 0.032

平均
旅行
速度

[km/h]

燃料消費率原単位（単位:乗用車[L/km]、貨物車[L/km・t]）

0.067

貨物車

ガソリン車 ディーゼル車

貨物車乗用車 乗用車

0.072

0.056

0.047

0.047

0.057

0.063

0.050

0.046

0.050

 
表-9 8車種別燃料消費率原単位 (2000年式) 

軽量車 中量車 重量車 軽量車 中量車 重量車

20 0.077 0.072 0.108 0.057 0.054 0.035

30 0.062 0.061 0.088 0.047 0.045 0.029

40 0.054 0.054 0.075 0.041 0.040 0.026

50 0.049 0.049 0.068 0.037 0.037 0.023

60 0.047 0.046 0.064 0.035 0.036 0.022

70 0.047 0.045 0.063 0.034 0.036 0.022

80 0.049 0.047 0.065 0.034 0.038 0.023

90 0.052 0.050 0.069 0.035 0.042 0.025

100 0.056 0.056 0.076 0.037 0.047 0.029

110 0.063 0.063 0.086 0.041 0.053 0.0340.087

0.063

0.052

0.053

0.067

0.073

0.056

0.051

0.059

平均
旅行
速度

[km/h]

燃料消費率原単位（単位:乗用車[L/km]、貨物車[L/km・t]）

0.079

貨物車

ガソリン車 ディーゼル車

貨物車乗用車 乗用車

 
7．8車種別CO2排出係数・燃料消費率原単位

へのハイブリッド車普及影響の考慮 

8車種別原単位の算定におけるハイブリッド車

データの取扱いを検討するため、ハイブリッド車

と従来車の排出ガス特性の比較を行った。比較に

あたっては各試験車両の適合排ガス規制が同じで

ある2006～2010年度データを用いた。この比較

は一定数以上の販売実績を有するガソリン乗用車

及びディーゼル重量貨物車に限定して実施した。 
(1)ハイブリッドガソリン乗用車 

従来車とハイブリッド車との平均旅行速度別

CO2排出量・燃料消費率の比較図を図-2に示す。

CO2排出量・燃料消費率とも、ハイブリッド車と

従来車とで大きな違いがあり、特に低速度域で顕

著な差がみられた。これより、ガソリン乗用車の
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8車種別原単位の算定においては双方の排出量比

やハイブリッド車の市場普及率等を勘案し、ハイ

ブリッド車普及影響を考慮することとした。 

  

図-2 ガソリン乗用車における従来車とハイブリッド車
との平均旅行速度別CO2排出量・燃料消費率比較 

(2)ハイブリッドディーゼル重量貨物車 
従来車とハイブリッド車との平均旅行速度別

CO2排出量・燃料消費率の比較図を図-3に示す。

貨物車については最大積載量2tの試験車両データ

に限定し単位重量あたりの値で比較することとし

た。CO2・燃料消費率とも高速度域でやや燃費効

率が悪く、低速度域でやや燃費効率が良い傾向が

みられるものの、顕著な差まではみられない。ま

た、ハイブリッド車の保有台数率も2010年3月末

時点で0.1%と非常に小さい7)ことから、ディーゼ

ル重量貨物車についてはハイブリッド車普及影響

を考慮しないものとした。  

  

図-3 ディーゼル重量貨物車における従来車とハイブリッド
車との平均旅行速度別CO2排出量・燃料消費率比較 

(3)ハイブリッド普及影響の考慮方法 
ハイブリッド車の普及影響を考慮方法は、1)従

来車とハイブリッド車との原単位比を算定、2)従
来車の原単位、従来車とハイブリッド車との原単

位比、年式別ハイブリッド車普及率を用いて、ハ

イブリッド車普及考慮の原単位を設定、3)これを

従来車の原単位と置換、という流れとした。設定

に用いたデータ及び結果を表-10～12に示す。 

表-10 CO2排出量・燃料消費率ハイブリッド車削減率  
平均旅行速度

[km/h]
CO2排出量原単位比
(ハイブリッド車／従来車）

燃料消費率原単位比
(ハイブリッド車／従来車）

5 0.335 0.330

10 0.361 0.357

20 0.422 0.419

30 0.473 0.470

40 0.513 0.510

50 0.554 0.548

60 0.588 0.583

70 0.622 0.617

80 0.659 0.652

90 0.679 0.673

100 0.680 0.676

110 0.719 0.714

120 0.766 0.758  

表-11 乗用車中のハイブリッド車普及率7) 

2010年 2009年 2008年 2007年 2006年
ハイブリッド車普及率 15.0% 13.3% 3.9% 2.9% 2.6%

2005年 2004年 2003年 2002年 2001年
ハイブリッド車普及率 1.9% 2.2% 0.9% 0.7% 0.6%

2000年 1999年 1998年
ハイブリッド車普及率 0.4% 0.5% 0.6%

1997年以前
0.0%  

表-12 ハイブリッド車普及影響を考慮したガソリン乗用
車のCO2排出係数・燃料消費率原単位  

従来車 ハイブリッド車 従来車 ハイブリッド車 従来車 ハイブリッド車 従来車 ハイブリッド車

20 159.7 145.4 180.3 179.9 0.068 0.062 0.077 0.077

30 127.6 117.2 145.3 145.0 0.054 0.050 0.062 0.062

40 111.1 102.7 126.3 126.1 0.047 0.043 0.054 0.054

50 102.4 95.3 115.5 115.3 0.044 0.041 0.049 0.049

60 98.6 92.3 110.5 110.3 0.042 0.039 0.047 0.047

70 98.6 92.8 110.0 109.8 0.042 0.400 0.047 0.047

80 101.9 96.5 113.7 113.5 0.043 0.041 0.049 0.049

90 108.2 102.8 121.1 120.9 0.046 0.044 0.052 0.052

100 117.1 111.3 132.1 131.9 0.050 0.047 0.056 0.056

110 128.7 123.1 146.6 146.4 0.055 0.053 0.063 0.063

燃料消費率原単位[L/km]

2010年式 2000年式

平均
旅行
速度

[km/h]
2010年式 2000年式

CO2排出係数原単位[g-CO2/km]

ガソリン乗用車

 

8．2車種別CO2排出係数・燃料消費率の算定 

道路管理者等が各種検討に用いることが容易な

小型車類・大型車類の2車種別CO2排出係数及び

燃料消費率を算定する。6.及び7.で整理した8車
種別CO2排出係数・燃料消費率原単位及び4.で示

した車種構成比及び平均半積載重量、年式別車両

構成比を用いて式(3)、(4)により加算平均した。 

EF=Σ（EFi･Si/100･Wi）           式(3) 
FC=Σ（FCi･Si/100･Wi）           式(4) 

EF：CO2排出係数 [g-CO2/km・台 ]、FC：燃料消費率

[L/km・台 ]、EFi：車種分類 iの年式別CO2排出係数原

単位 [g-CO2/km・台またはg-CO2/km・t・台 ]、FCi：車

種分類 iの年式別燃料消費率原単位 [L/km・台または

L/km・t・台 ]、Si：車種分類iの車種構成比・年式別車

両構成比 [%]、Wi：車種分類iの平均半積載重量 [t]（た

だし、Wiは乗用車には考慮しない）  

2010年次の算定結果を表 -13～ 14に示す。小

型・大型車類とも平均旅行速度60～70km/h程度

で最もCO2排出係数・燃料消費率が小さくなり、
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それ以上の速度域では速度上昇につれ排出係数が

大きくなり、それ以下の速度域では速度低下につ

れ排出係数が大きくなることがわかる。 

表-13 2車種別CO2排出係数・燃料消費率(2010年次) 

小型車類 大型車類 小型車類 大型車類

20 209.8 1013.8 0.087 0.381

25 187.5 928.7 0.078 0.349

30 171.3 855.7 0.071 0.321

35 158.9 793.7 0.066 0.298

40 149.5 741.9 0.062 0.278

45 142.2 700.1 0.059 0.262

50 136.9 667.9 0.057 0.250

55 133.2 645.4 0.055 0.241

60 131.1 632.3 0.054 0.236

65 130.3 628.6 0.054 0.234

70 130.9 634.3 0.054 0.236

75 132.8 649.3 0.055 0.241

80 135.9 673.6 0.057 0.250

85 140.2 707.2 0.058 0.262

90 145.6 750.1 0.061 0.278

95 152.3 － 0.064 －

100 160.1 － 0.067 －

105 169.0 － 0.071 －

110 179.0 － 0.075 －

平均
旅行
速度

[km/h]

燃料消費率 [L/km・台]CO2排出係数 [g-CO2/km・台]

2010年次

※■は、重量貨物車(車両総重量8t以上)が速度抑制装置の装着義務を有するため算定対象から除外。  

表-14 2車種別CO2排出係数・燃料消費率式(2010年次) 

年次 車種区分 CO2排出係数式 [g-CO2/km・台]

小型車類 EF=1501.20185/v- 2.40935v+0.02115v2+ 174.47635

大型車類 EF= 908.52069/v-23.49899v+0.18396v2+1364.81344

年次 車種区分 燃料消費率式 [L/km・台]

小型車類 FC=0.630901162/v-0.001006579v+0.000008915v
2
+ 0.072170055

大型車類 FC=0.298776590/v-0.008903887v+0.000069093v
2
+ 0.516185391

適用範囲：小型車類v=20～110km/h、大型車類v=20～90km/h

2010
H22

2010
H22

 

9．低速度域における排出係数の推定 

前述のとおり、排出係数は平均旅行速度20～
110km/hの範囲で整理を行っているが、慢性的な

渋滞が発生している都市内における交通円滑化事

業による沿道環境改善効果の検討等においては、

20km/h未満の低速度域における排出係数が必要

となる。そこで、今回の排出係数の更新のための

シャシダイナモ台上試験 (2006～2010年度 )では、

平均旅行速度約5km/hまでの排ガス量測定を実施

し、この測定データから排ガス規制車種区分別に

平均旅行速度20km/hでの排ガス量を基準とした、

平均旅行速度5～15km/hとの排出係数比を算出し、

これを用いて低速度域の排出係数を算定すること

とした。 

低速度域におけるCO2排出係数・燃料消費率

（対  平均旅行速度20km/h）を整理した結果を表 -
15に示す。なお、ガソリン軽量貨物車・中量貨

物車、ディーゼル乗用車・軽量貨物車・中量貨物

車は、測定車両数が少ないことから各々一括整理

することとした。各車種とも速度低下に伴い値が

増加する傾向がみられた。これを用いて算定した

2010年次の低速度域における2車種別CO2排出係

数・燃料消費率を表-16に示す。 

表-15 低速度域におけるCO2排出係数比・燃料消費率比  

乗用車
軽量貨物車
中量貨物車
重量貨物車

乗用車
軽量貨物車
中量貨物車

重量貨物車

5 2.188 1.934 1.904 1.617
10 1.618 1.496 1.475 1.350
15 1.138 1.123 1.114 1.083
20 1.000 1.000 1.000 1.000

ガソリン車 ディーゼル車平均
旅行
速度

[km/h]

CO2排出係数比(対 平均旅行速度20km/h)

 

乗用車
軽量貨物車
中量貨物車
重量貨物車

乗用車
軽量貨物車
中量貨物車

重量貨物車

5 2.189 1.927 1.895 1.599
10 1.618 1.492 1.472 1.342
15 1.138 1.112 1.115 1.084
20 1.000 1.000 1.000 1.000

ガソリン車 ディーゼル車平均
旅行
速度

[km/h]

燃料消費率比(対 平均旅行速度20km/h)

 

表-16 低速度域の2車種別CO2排出係数・燃料消費率(2010年次) 

小型車類 大型車類 小型車類 大型車類

5 437.1 1645.8 0.182 0.613

10 328.8 1371.7 0.137 0.514

15 237.1 1099.0 0.098 0.414

20 209.8 1013.8 0.087 0.381

平均
旅行
速度

[km/h]

燃料消費率 [L/km・台]CO2排出係数 [g-CO2/km・台]

2010年次

 

10．従来のCO2排出係数との比較 

既報 1),2)で示した2000年次のCO2排出係数と本

稿で算定した2010年次のCO2排出係数の比較図

を図-4に示す。CO2排出係数は、平均的には小型

車類で約7%、大型車類で約11%の低減傾向がみ

られる。小型車類については低速度域における低

減傾向がより顕著である。これは燃費基準達成の

ためガソリン直噴エンジンやCVT(無段変速機)と
いった燃費低減技術の導入により加減速が多い低

速度域での燃費改善が図られたことやハイブリッ

ド車の普及影響を考慮したことによるものと考え

られる。大型車類については、ほぼ一様の低減傾

向がみられる。これは車両軽量化等の影響が考え

られる。 



土木技術資料 54-4(2012) 
 
 

 

－ 45 － 

11．おわりに 

 本調査研究ではシャシダイナモ試験のCO2排出

量及び燃料消費率測定データから、2車種別の平

均旅行速度別CO2排出係数・燃料消費率の更新値

を算定した。今回の算定では、新たにハイブリッ

ド自動車の普及影響を考慮するとともに、5km/h
までの低速度域における排出係数を算定すること

とした。これらの排出係数が今後の道路事業・施

策による効果把握の一助になることを期待する。 
なお、将来的な排出係数についてはハイブリッ

ド自動車を始めとする各種の低公害車 (ハイブ

リッド車、プラグインハイブリッド車、電気自動

車、燃料電池自動車等 )の将来普及動向が様々な

要因によって大きく変動していくことが考えられ

ることから参考値としての整理に留めることとし

た。これらについては、今後の動向を見ながら適

宜検討することとしたいと考えている。 
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図-4 2車種別の平均速度別CO2排出係数の比較 (2000年次と2010年次) 


